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──民藝研究の新たな方向のための考察──（6）

 アンケート１　《民藝とクラフト》取り扱い店の調査

 （回答者）姓　名　＿＿＿＿＿＿＿＿　
 （回答者）所在地　＿＿＿＿＿＿＿＿　

アンケート送付者より調査の趣旨
　今日の多くのショーウィンドウでは様々な実用工藝（Gebrauchskunst）やデコレーション用
品（dekorative Gegenstände）を見ることができます。それらは職人工藝（Handwerkskunst）あるい
は美術手工品（Kunsthandwerk）やクラフト（Kunstgewerbe）と呼ばれています。これらは購入さ
れて住まいを飾ったり，特別の贈り物として友人たちを喜ばせたりしています。
　これらの売買される品々のリストをつくろうとしているのではありません。最近20年ほ
どについて，どんな品物が提供され，また顧客に最も喜ばれているのか，をお答えいただけ
れば幸甚です。常に要望のあった品物があるかどうか，さらに，短期間だけの流行の品物が
あったでしょうか。これらについて，幾つかの質問にお答えいただきたく，お願い申し上げ
ます。
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．はじめに一般的な質問
　　（違っている項目に線を引いて消して下さい）。
　　a） 貴女／方のお店はどんな店名をつけていますか。たとえばよく見られる《蔵屋》

（Truhe直訳では長持ち）あるいは《ブティック》といったもの） はい　／　いいえ

 はい，の場合，店名を具体的にお願いします ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　b） 貴女／方は，どれくらい前からお店をもっておられますか（年数）。 ＿＿＿＿＿年
　　c） お店は貴女／方がつくられたのですか？ はい　／　いいえ

 それとも前からあったお店を引き継がれたのでしょうか？ はい　／　いいえ

　　d） 最近20年間でクラフト商品の売れ行きについてどう見ておられますか？
 　　　　横ばい　　　上向き　　　下降気味

　　e） お店の今後について，どんな見通しをもっておられますか？
 　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．貴店で扱われる品物についてお答え下さい。
　　（違っている項目に線を引いて消して下さい）。
　　a） これについて簡単な項目を用意しました。該当する種類をマークして下さい。また

特に重要と考えておられることがらをご記入下さい。
 　テキスタイル：壁カーペット　　　バティック布　　　手織り布

 　　　　　　　　衣服　　　　　　　枕カバー

 　　　　その他の重要な品目　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 　ガラス及びセラミック：クリスタルガラス　　　彩色ガラス　　　ガラス盃　　　

彩色した農民工藝　　室内プランター　　　  i ファイアンス焼きのピッチャー

バイエルン風鼓型ジョッキ

 　 ＊新兵ジョッキ　　　田舎風のコーヒー・サーヴィス

 　　イタリアのスープ鉢（キャベツ形など）　　　陶器の時計

 　木製品：カッコウ時計　　　木皿　　 ＊デューラーの合掌（木彫）

  　　　ロシアのマトリョーシカ　　　エルツ山地の＊クリッペと鉱夫

  　　　聖者の木彫　　　香辛料棚　　　農民家具　　　流行家具

 　金属製品：錫あるいは銅の容器　　古い電話機　　　鍵

 　その他：民族衣装の人形　　　 麦藁星　　　 クルスマスツリー飾り

  　　　都市景観がデザインされた灰皿　 　＊貝殻箱　　　彩色した電灯笠 

　　　繪葉書　　　オルゴール　　　マツボックリの人形

 ＊ 新兵ジョッキ：本来は軍隊への入隊を記念するビール・ジョッキで年次も
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入るが，若年兵を繪付けしたジョッキを指すようになった。
 ＊ デューラーの合掌：アルブレヒト・デューラーの素描を写した人気の図柄
 ＊ クリッペ：キリスト生誕あるいは御公現のシーンの組人形
 ＊ 貝殻函：薄い木版やボール紙でつくられた小箱の蓋に貝殻を貼り付けた小

物入れ

　　b） 貴女／方が最も売りたいと思っている品物がありますか。 はい　／　いいえ

 はい，の場合，それについて具体的にお願いします。
 　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．好みの変化について
　今日，顧客の要望には変化がみられます。貴店において，流行に沿った変化がみられるか
どうかについてお尋ねします。
　　a） 貴女／方のこれまでの経験から，これまで一貫した人気のある品物があるでしょう

か？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，具体的に品名を挙げて下さい。
 　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

　　b） 今日，多くの人々が古い農民工藝や民藝に関心をもっています。それらへの需要に
ついて，あなたのお店で気づかれたことがらについてお答え下さい。

 そうした品物がもとめられる度合い：　　稀　　　時々ある　　　大変多い

 これについて，どの時期にどんな品物への関心が高かったか，下の表にマークし
て，下さい。

1950年代 1960年代 最近

彩色した農民セラミック

炻器のピッチャー（＊）

農民家具

色ガラスのグラス

エナメル彩色のグラス

錫のジョッキ

その他

 ＊炻器のピッチャー：ヴェスターヴァルトなどで作られるものが多い

　　c） 今日では昔の都市の職人工藝（Handwerkskunst）への愛好も大きいのですが，あなた
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のお店で気づかれたことがらにつてお答え下さい。
 そうした品物がもとめられる度合い：　　稀　　　時々ある　　　大変多い

 これについて，どの時期にどんな品物への関心が高かったか，下の表にマークし
て，下さい。

1950年代 1960年代 最近

流行の家具

昔の鏡

古い錫製品

ファイアンス焼きの器皿

古い時計

その他

　　d） 今日，外国の物産への愛好も大きいのですが，あなたのお店で気づかれたことがら
をお答え下さい。

 そうした品物がもとめられる度合い：　稀　　時々ある　　大変多い

 これについて，どの時期にどんな品物への関心が高かったか，下の表にマークし
て，下さい。

1950年代 1960年代 最近

オリエントの物品

（たとえばモロッコの靴）

皮革製品

アジアの品物

（たとえば日本のモービル）＊

キモノ

扇子

北欧の木工品

布地／衣服

スペインの物品

（たとえば田舎風の家具）

銅の容器

 ＊モービル（Mobile）：パーツが動く玩具

．品物の種類
　今日では，流行の品々と並んで，現代の実用工藝もみられます。たとえばバーデン＝ヴュ
ルテムベルクらしさのある美術手工品です。そうした傾向に，貴店の顧客はどんな反応をみ
せますか？
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　　a） 貴店の顧客は，現代的な設備の住まいには，モダンな実用工藝やモダンなデコレー
ション・グッズを好まれるのでしょうか？ はい　／　いいえ

　　b） 貴店の顧客は，現代的な設備の住まいに，むしろアンティークや外国の物産，ある
いは田舎の感じの品々を好まれるのでしょうか？ はい　／　いいえ

．今後の見通しについて
　今後のことですが，特に貴店の顧客は，何に愛好が向くと思われますか。該当するものを
マークして下さい。

　　　農民工藝や民藝

　　　歴史的な様式藝術

　　　エクゾチックな（外国の）品々

　　　モダンな美術手工品

以上です。アンケートにご協力いただきましたこと，改めてお礼申し上げます。
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 アンケート２　《民藝とクラフト》製作者の調査

 （回答者）姓　名　＿＿＿＿＿＿＿＿　
 （回答者）所在地　＿＿＿＿＿＿＿＿　

アンケート送付者より調査の趣旨
　今日，多くのショーウィンドウでは様々な実用工藝（Gebrauchskunst）やデコレーション用
品（dekorative Gegenstände）を見ることができます。それらは職人工藝（Handwerkskunst）あるい
は美術手工品（Kunsthandwerk）やクラフト（Kunstgewerbe）と呼ばれています。これらは購入さ
れ，自分の住まいを飾ったり，友人を特別の贈り物として友人たちを喜ばせるためにもちい
られます。
　これらの品々をつくっている方々について，誰が，どんな品物を手がけておられるかを調
査しています。お答えいただければ幸甚です。

．はじめに一般的な質問
　　（違っている項目に線を引いて消して下さい）。
　　a） 貴女／方はどんな品物をつくっていますか。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　b） 貴女／方はいつ頃からそれを職業にしていますか？　年数でお答え下さい。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿年
　　c） 貴女／方の活動しておられる都市／村とその周辺には，他にもクラフト作家

（Kunstgewerbler）あるいは美術手工品作家（Kunsthandwerker）がおられますか？
 はい　／　いいえ

 はい，の場合，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 また，その方はどんな品物をつくっていますか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．修行あるいは研修について
　多くの職種では一定の研修を終えることが定められています。クラフト作家あるいは美術
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手工品作家に場合について調査しています。
　　a） 貴女／方はどんな研修を受けたことがありますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，何年間，誰に就きましたか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　b） 貴女／方は専門学校（Fachschule），藝術学校（Kunstschule），あるいはクラフト専門学

校（Kunstgewerbeschule）に通いましたか？　　　　はい　／　いいえ

 はい，の場合，どの種類の学校でしょうか。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　c） 貴女／方は現在の品物の製作を職業とするにあたって，自力で習得しましたか？
 はい　／　いいえ

 　はい，の場合，どんな方法だったかを具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　d） 貴女／方は貴方の職業に関係する団体に所属していますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どの団体か，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 なお，貴女／方は州政府のクラフト関係部門とコンタクトをとっていますか？
 はい　／　いいえ

 貴女／方は，自分の職業について今後，どんな見通しをもっていますか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．技能習得について
　昔は，職業の修行や研修は父親に就くことが多かったようですが，今日では事情が変わっ
ている面があります。貴女／方の場合についてお聞かせ下さい。
　貴女／方はどこで，どのようにして現在の職業の研修を受けましたか？
　　a） 貴女／方の家庭はクラフト作家（Kunstgewerbler）あるいは美術手工品作家

（Kunsthandwerker）だったのでしょうか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，貴女／方がその職業へ進んだのは主に御両親あるいは親戚の方の影
響だったのでしょうか？ はい　／　いいえ

　　b） 貴女／方が現在の職業へ進むことを，すでに若い頃に決めましたか？
 はい　／　いいえ

 はい，の場合，それは義務教育へ通っている少女／少年期だったでしょうか？　ま
たまたそれを選択した主な影響は何だったのでしょうか？

 　　知人によって はい　／　いいえ
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 　　親戚によって はい　／　いいえ

 　　その他の影響 はい　／　いいえ

 はい，の場合，具体的に記して下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　c） 貴女／方は現在の職業へ進むことをかなり遅くなって決められたのでしょうか，言

い換えるとその前に別の職業に就いていましたか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，前にどんな職業に就いていましたか？　具体的に記して下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 その場合，何がきっかけ，もしくはどんな理由で職業を変えましたか？
 　　実用工藝作家とのコンタクト はい　／　いいえ

 　　クラフト専門学校あるいはクラフト関係団体とのコンタクト

 はい　／　いいえ

 　　この関係の専門雑誌を通じて はい　／　いいえ

 上記のいずれかに　はい，の場合，具体的には何が特に大きな意味をもちました
か？

 　　写真やイラストを通じて はい　／　いいえ

 　　実際の細工物を通じて はい　／　いいえ

 　　その他の刺激によって はい　／　いいえ

 はい，の場合，具体的には何でしたか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．自己認識について
　貴女／方は自分をクラフト作家（Kunstgewerbler）あるいは美術手工品作家（Kunsthandwerker）

と名乗っていますか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 貴女／方はクラフト作家と美術手工品作家を同じと考えていますか？
 はい　／　いいえ

 はい，の場合，どうして同じだと思いますか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 いいえ，の場合，どうして違っていると思いますか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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 最後にお願いですが，貴女／方がつくっておられる作品のカタログと写真を送って
いただきたく，どうかよろしくお願いいたします。

 　質問にお答えいただき，厚くお礼申し上げます。
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 アンケート３　《民藝とクラフト》特に木彫り師の調査

 （回答者）姓　名　＿＿＿＿＿＿＿＿　
 （回答者）所在地　＿＿＿＿＿＿＿＿　

アンケート送付者より調査の趣旨
　今日，バーデン＝ヴュルテムベルク地方の多くの博物館や個人の収集では，昔の職人工藝
の所産が集められています。また古い仮面，クリッペのフィギュア，菓子型，装飾をほどこ
した戸棚，その他が展示されています。アンティーク・ショップやオークションでもこれら
の品物には愛好家と購入者がみられ，時には驚くほど高値になります。しかし関心は，古い
時代の遺品に限られず，今日つくられている作品も購入されています。従って私たちは，機
械による大量生産にも拘わらず，再び職人工藝に魅力を感じる時代に生きているかのようで
す。
　これらのなかには新しい木彫りも含まれますが，これについて，木彫がどのようにおこな
われ，また何が作られているかについてお尋ねしたいのです。
 　　　［訳者補記］  この論者（調査者）は木彫り師（Holzschnitzer）と木彫家

（Holzbildhauer）を区分している場合がある。

．次の質問です。なお該当しない質問項目は線を引いて消して下さい。
　　a） 貴女／方が今の職業に就いてどれくらいになりますか。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　年
　　b） 貴女／方のお父さんもやはり木彫りを手がけていましたか？
 はい　／　いいえ

 貴女／方の家では，何世代にもわたって木彫りを手がけていましたか？
 はい　／　いいえ

　　c） 同じ町村や近隣地域には，貴女／方の他にも木彫りを手掛けている家はあるでしょ
うか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，誰であるか，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　d） 同じ町村や近隣地域には，副業として木彫りを手掛けている人はいるでしょうか？
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 はい　／　いいえ

 はい，の場合，誰であるか，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 その人は，どんな木彫を作っていますか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．職業に関わる修行などについて
　昔は，どの手仕事職人も修行をしていました。今日ではそれはすべての職種に見られるも
のではなくなっています。そこで質問をさせて下さい。
　今日では，どのようにして木彫り師になるのでしょうか。この職業の実際はどうでしょう
か。
　　a） 彼女／方は修行をしましたか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，誰に就きましたか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 修行をした仕事場は同じ地域でしたか？ はい　／　いいえ

　　b） 貴女／方は専門学校（Fachschule），藝術学校（Kunstschule），あるいはクラフト専門学
校（Kunstgewerbeschule）に通いましたか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どの種類の学校でしょうか。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　c） 貴女／方は現在の職業の基本を独学で習得しましたか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，何か手段を活用しましたか（手引書など）？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　d） 貴女／方は今の職業を自ら経営していますか？ はい　／　いいえ

　　e） 貴女／方は他の事業体に属してその職業に従事していますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どの事業体か，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　f） 貴女／方は自由業のかたわら，ふるさと物産会社の注文を受けているのでしょう

か？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どのふるさと物産会社か，具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　g） 貴女／方は何らかの職業に関係する団体に所属していますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どの団体か，具体的にお答え下さい。
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 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 貴女／方は，バーデン＝ヴュルテムベルク州商工局とコンタクトをもっています

か？ はい　／　いいえ

　　h） 貴女／方は，手仕事職人の将来をどう考えていますか？ はい　／　いいえ

 貴女／方は，手仕事職人の後継者について心配をしていますか？
 はい　／　いいえ

．つくっている木彫の種類など
　貴女／方は，木彫としてどんな作品をつくっていますか。該当するものをマークして下さ
い。また適宜，補足して下さい。
 　　クリッペのフィギュア

 　　マリア像・キリスト像・聖者像

 　　なおその他の人物像の場合は具体的に記して下さい。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 　　仮面

 　　土産物： たとえば ii お天気ハウス，レリーフの壁掛け，壁掛け像，糸車の模型，

その他（具体的に）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 　　子供向けの玩具

 　　道標

 　　噴水

 　　家具

 　　細工物の部品（カッコウ時計の付属品など）

 貴女／方が主につくっている品物は何ですか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 何らかの職業に関係する団体に所属していますか？
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

．木彫りの作り方
　　a） 貴女／方は自由な空想でつくっていますか，それともモデルがあるのでしょうか？
 見本を使いますか？ はい　／　いいえ

 その見本は，彫刻あるいは写真などですか？ はい　／　いいえ

 手本にする本がありますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どんな本ですか？　具体的にお答え下さい。
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 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　b） 貴女／方の先人にあたる人たちはどんなものをつくっていましたか（木彫り師の場

合など）
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 貴女／方は先人の作品を手本にしますか？　該当するものにマークして下さい。
 　　絶えずそうする　　　時々　　　稀に　　　まったくしない

　　c） 貴女／方は制作にあたって機械を使いますか？ はい　／　いいえ

 はい，の場合，どんな本ですか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　d） 貴女／方は木彫りに自分で彩色しますか？ はい　／　いいえ

 いいえ，の場合，他の人に彩色をするためにわたすのでしょうか？
 はい，の場合，だれが色付けするのですか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　e） 貴女／方は木彫りを自宅のためにつくることもありますか？（たとえば庭，住まい

のため，あるいはちょっとした贈り物として） はい　／　いいえ

 はい，の場合，どんな木彫りをしますか？　具体的にお答え下さい。
 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　f） 貴女／方は自分が手がける品物をどう呼んでいますか？
 　　藝術（Kunst）　　　　　職人工藝（Handwerkskunst）

 　　民藝（Volkskunst）　　　クラフト（Kunstgewerbe）

 最後に，貴女／方がつくっておられる作品のカタログと写真を送っていただきた
く，どうかよろしくお願いいたします。

 　質問にお答えいただき，厚くお礼申し上げます。
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p. 92　ファイアンス焼（Fayence）Faience / faïenceとも綴られる。北伊ファエンツァ（Faenza）に
由来する焼き物。淡黄色の土に錫釉をかけることによってほぼ白色の器面が得られる。原理的
に共通の焼き物は 世紀以前のオリエントにおいてすでに見られるが，14世紀にイタリアに
定着して，15，16世紀に最盛期を迎えた後，各国でも手掛けられるようになった。オランダ
のデルフト焼もその一種である。1000度を少し超えるくらいの近代陶器としては低温であり，
昔の民窯の趣が好まれる。

p. 102　お天気ハウス（Wetterhaus / Wetterhäuschen）小さな家の模型に《晴れ女》（Sonnenfrau）と
《雨男》（Regenmann）の二つの人形が付けられ，天候によって自動的にどちらかが家の前に現
れる仕掛け細工で湿度計でもある。人形は回転板に取り付けられ，回転板は，湿度に敏感に伸
び縮みする腸弦（子羊の腸などを撚り合わせた紐）あるいは馬の毛によって動く。歴史的に
は，からくり師ヤーコプ・ロイポルト（Jacob Leupold 1674‒1727）が1726年に制作したことが
指標とされ，1735年刊の『ツェードラー百科事典』には販売されていることが記されている
ように，その頃から人気があった。
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［解説］
　エルケ・シュヴェートの民藝論の翻訳をこれで終える。もっとも論説そのものは前回まで
で，本号は「付録」のアンケート表と参考文献である。なお「人名・事項索引」を残してい
るが，今回は省く。紀要の運用から断続的な分載となったが，日本ではあまり知られていな
い西洋の民藝論議の一端を紹介することになったであろう。
　エルケ・シュヴェート女史の略歴と本編の簡単な位置づけは連載のはじめに記した。女性
の民俗学者の早い一人であり，特にバウジンガーを中心とする民俗学の改革の一翼をになっ
たパイオニアである。本編については初回の改題では中身にあまり踏み込んではいなかった
ため，終えるにあたって少し補足をしておきたい。本編を訳したのは，民藝をめぐる西洋の
理論の特徴が伝わり，分量も適度な文献という目安に合ったからである。もちろん著者には
明らかな主張もある。が，それも含めて，ドイツ語圏の議論の様相を伝えるのが訳者のモチ
ヴェーションであった。と言っても，ドイツ語圏が非常に特殊というのではなく，基本は概
ね広く西洋文化の動向と重なっている。なお訳者はこのテーマには数年来手を染めており，
やや詳しくは数編の拙論に委ねたい。そのため，以下は二三の要点に絞る。

　《民藝》という術語が，1920年代すなわち大正末期から昭和初めに柳宗悦を中心にした民
藝運動の人々によって提唱された造語であることはよく知られている。と共に，それは外国
の近似した文物にも適用されてきた。《世界の民藝》や《西洋の民藝》といった言い方を民
藝関係者が早くからおこなっており，それはマス・メディアでも見受けられる。また具体的
な経緯そのものは本質的なことではないが，《民藝》の造語にあたってはドイツ語の
Volkskunstが意識されていた節がある。英語の folk artという言葉がまだできていなかった
か，あるいは出始めた時期のことで，日本の識者も聞知しなかった。もっとも，フォーク・
アートの語はやや遅れて現れたとしても，民藝にあたるものへの関心そのものは西洋のなか
ではイギリスが早く，それが（直線的にではないが）他の国々への刺激となった。
　なおドイツ語圏の民藝理解の日本への紹介では，本編でも言及されるコンラート・ハーム
による1928年（第 版1932 or 1933）の概説書が昭和17年（1942）にゲルマニストの丸山武
夫によって『獨逸の民藝』というタイトルで翻訳刊行されており，おそらく今なおこれがま
とまったほぼ唯一の紹介ではないかと思われる。1930年前後のドイツの民藝理解を今日の
日本でそのまま受けとるには留意すべき点があるが，学説の流れのなかに置く手続きを講じ
るなら貴重な資料である。
　学史の推移はやや複雑であるが，ここでは起点に触れておきたい。ドイツ語圏の場合，民
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藝の理論的把握を切り開いたのは美術史家アーロイス・リーグルで，拙訳を供した中編の
「民藝・自家作業・家内工業」（原書1894年）がそれである。収集作業が本格化するのもそ
の頃からであった。理論的な考察にも多彩な動きがあり，1920年代には整理の必要が出て
きたほどであるが，そのなかで（これも拙訳を供したが）1928年にアードルフ・シュパー
マーの「民藝と民俗学」が現れて二つ目の里程標となった。美術史研究と民俗学の二人の代
表者が民藝について原論的な見解を提示したことになり，これが楕円の二つの焦点のような
かたちになって，以後の民藝論議の基礎がつくられた。もとより両者の論説がそのまま繰り
返されたわけではないが，そこで表出された幾つかの論点が以後も形を変えて議論の重要な
脈絡となっていった。

　ところで，本編を通読しても，もう一つ要領を得ないといった印象が起きるかも知れな
い。それは西洋と日本ではそれぞれに思考の型のようなものがあることが関係する。その点
では文化それぞれの思考の基本形が特にあらわになるテーマとも言える。しかしその前に踏
まえておくべきは，民藝への関心が西洋では19世紀後半から末期に顕在化し，日本では20

世紀の20年代に形成されたのは，大局的にみるなら，近・現代の趨勢という面で共通した
ものがあったと考えられることである。しかしそれをどう理解するかとなると，文化の違い
が露わになった。これについては拙論では《極意と分析》という言い方で日本と西洋の比較
を試みた。平たく言えば，西洋では議論がさかんになされてきたのである。民藝をめぐって
は論客は数え切れないほどで，エルケ・シュヴェート女史のそう大部ではない本編でも百人
位の名前が挙げられる。もとよりまったくばらばらではなく，幾つかの系統に整理すること
はできるが，いずれにせよ絶えず議論がなされてきた。農民工藝としての民藝とか，個性藝
術ではなく没個性藝術としての民藝とか，あるいは民藝とキッチュとの関係，さらに階級藝
術としての民藝といった議論はその一部である。そもそも民・民衆と民藝との関係をどう見
るべきか，さらに民藝は創造か模倣か，先史藝術に遡るのかルネサンス以後か，現代も民藝
は生まれているのか否か，といった議論が延々と繰り広げられた。長期かつ広範ないわば
フォーラムであるが，それには美術史研究だけでなく，社会哲学，社会学，藝術社会学，コ
ミュニケーション研究，宗教学，心理学，文化人類学，民俗学，郷土誌研究，そして博物館
学の関係者がそれぞれ一家言をたずさえて参加した。《民藝》という概念はフィクションに
過ぎず，概念としては成り立たないという見解も昔から見受けられた。また，これも念頭に
置いておく方がよいが，ロマン派やヘーゲルなどの古典美学には民藝にあたる概念はなかっ
たのである。
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　議論が多岐にわたり，また各人がそれぞれ特色あるキイワードを以て臨むために込み入っ
た様相を呈しているが，論客それぞれの主張はさておき，西洋の議論の大きな方向ないしは
性格を押さえておく方がよいだろう。私見だが，突きつめると，人間存在における基底とは
何か，どこでそれをつかまえることできるのか，見方によれば人間における《自然》とは何
か，をめぐって議論は展開したと見ると分かりやすくなる。たとえば，民藝とクラフトとの
関係を神経質なまでに問題にしてきたのは西洋の特色である。売買される物品は民藝の範疇
に入るかどうか，というのもリーグル以来の基本的な設問で，さまざまに形を変えてその後
も現れた。また《民藝》の作り手は《自然工藝家》という見方も，言い方はまちまちながら
何度も顔をあらわした。それはまた《職人仕事》は民藝かどうか，という議論へ延びてゆ
く。さらに，公共の施設（ベルリンの壁だけでなく）へのスプレーでの落書きをも含めてス
プレー・グラフィティは民藝にあたるのかどうか，またタトゥーをどう解するのか，あるい
はパンク・ルックは，等々の問題も浮上した。逆からみれば，《民藝》の概念を問うことが，
ポピュラー・アートを広く射程においた諸問題を論じる上での一つの結節点となったのであ
る。

　本編の論者エルケ・シュヴェート女史の立ち位置は，今日でもまったく過去のものとは
なっていない。と言うのは，大衆文化をめぐるアドルノとホルクハイマーの見解が影響を及
ぼすなかで，それを組み込む形で考察されたからである。特に《文化産業》すなわち資本に
よる大衆意識の操作と操作される大衆という構図である。もっとも1946年に明示されたそ
の視点が半世紀以上を経た今日でもそのままの形で説得的かどうかは一考の余地があるが，
原理論としては否定されはしないだろう。別の面から見ると，資本による文化形成・文化操
作もまた大衆ないしは消費者の存在に左右され逆に操作されている面があるが，それをも含
んで《文化産業》の機構化は問題性を持ち続けている。またエルケ・シュヴェートが本編を
執筆した当時は，階級藝術としての民藝という考え方も有力であったが，それはまた二つの
方向に枝分かれしていた。一つは人民藝術の意味で解してポジティヴに評価する行き方で，
当時はなお存在感を発揮していた社会主義の東ドイツの学問，及びそれとの調整をはかる行
き方であった。他方は，民藝は本来階級藝術ではあるが，それを成り立たせていた条件が失
われ，それと共に民藝はキッチュに移行してその使命を終えるという見方で，こちらはシュ
ヴェート夫妻と同じテュービンゲン学派のマルティーン・シャルフェが論客であった。すで
に翻訳を提供した「民藝のメタモルフォーゼ」（1974年）はその観点による指標的な考察で
ある。
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　それに対して，シュヴェート夫妻は，文化の制度化・機構化・権威化の隙間を縫って浮上
する一定の独自性をもった行為を民藝と考える系譜に位置している。本編において，《創出
性》が課題になるのはこれに関係する。またアンケートでも，民藝ないしはそれに類する制
作における実作者の職人性の問題を客観的事実と制作者の自己認識の両面から問うているの
は，それが理論を組む上で必要なデータと考えられたからである。またそれにあたっては，
そうした見方の起点をアードルフ・シュパーマーの民藝論にもとめる共に，それを第二次世
界大戦後の大衆社会・大衆文化のなかで探ったヴァルター・ヘーヴァニックの《現下臨機の
集団藝術》という着想に注目している。それは民藝をコミュニケーション・システムとして
とらえることでもあり，アドルノとジルバーマンの間で交わされた審美をめぐる議論をも援
用しながら，独自の見解を導いた。それが民藝《終焉後の民藝》という言い方で，本編を一
口で言えば，これが主張になるだろう。
　なお学説のその後の流れに注目すると，エルケ・シュヴェートの考察は，同じくテュービ
ンゲン学派であるゴットフリート・コルフによってさらに整理されることになった。これま
た資料として翻訳をすでに供した1984年の論説「今日の民藝？」である。そこでコルフは，
アードルフ・シュパーマー，ヴァルター・ヘーヴァニック，シュヴェート夫妻という系譜の
延長線上で民藝を論じた。コルフは，文化人類学の知見を民俗学に活かすことを持ち味とす
る研究者であるが，ここでもそれが顕著にあらわれた。この場合は，1962年に発表されて
反響を呼んだクロード・レヴィ＝ストロースの《野生の思考》に注目し，文化のなかのその
種の思考の発現という形で，シュパーマー以来の見解との接続を図ったのである。コルフの
主張は，一言で表すと《ブリコラージュの美学》になるが，それへ至る理論の流れに弾みを
つけた直近の成果としてエルケ・シュヴェートの本編は位置づけられた。

　最後に訳者の関心を言い添えておきたい。課題は，《民藝》をキイワードとして繰り広げ
られたドイツ語圏の議論の流れと構図を把握することにある。これが大きなテーマか些末な
話題かはともかく，日本ではほとんど紹介がなされていない。そのため共通の土台をつくる
ことも考えなくてはならず，これまで10人余りの論説を翻訳紹介した。いずれも議論の里
程標とみることのできる理論である。その一つとしてエルケ・シュヴェート女史の学位論文
を取り上げたのである。はじめにふれたように，分量的にも手ごろで，しかも問題点が凝縮
して捉えられている。それが日本では一寸見では分かりやすくないのも，逆説的だが，西洋
の議論の特色を伝えることになる。
　訳者の関心は，今挙げた，西洋の議論そのものにある。つまり，何がどう議論されてきた
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のか，という筋道そのものへの関心である。逆に，大局的には同じ趨勢でありながら，日本
ではそれがどうとらえられたかも見えてくる。従って，文化の比較である。しかしさまざま
な理論のいずれもを観察の材料とばかり見ているわけではない。むしろ，そこから問題を解
くヒントを得ることができる。その点で注目すべきは，やはりヘルマン・バウジンガーであ
ろう。テュービンゲン学派と呼ばれるドイツ民俗学の一大潮流を作り出した学究で，その理
論は一学派の主張と言うより学界が共有する基礎理論となっている。しかしバウジンガーは
民藝については正面から論じていない。それには事情があるが，それはともかく，バウジン
ガーの視点を組みこんで問題をもう一度見直すべきではないかと考えている。
　一言で言えば，《民藝》という言葉が関心の正面に立つようになったこと自体を解きほぐ
す必要性である。民藝にあたるフォルクスクンスト（Volkskunst）の語はそう古いものではな
く，今のところ初出は1840年代と考えられている。また1890年ころまでは，その意味は定
まっていなかった。民族藝術の意味で解されることもあれば，新製品のクラフトを指すこと
もあった。そうした混乱がアーロイス・リーグルによる概念定義の背景であるが，ともあれ
19世紀半ばからそうした語が口にされ始めたのである。それはある程度の広がりをもって
特定のメンタリティが形成された証しと見ることができる。それを近代や現代の一面という
のはやさしいが，近代・現代という予め決まったものがあるわけではない。それぞれの分野
の動きから推定される事態への便宜的な呼称である。その中身の仕組みは，民藝とよばれる
物品への関心の事実と，それをどう解するをめぐる理論の動向からもさぐることができる。
その点では，ドイツ民俗学界において，一時期，民藝論は民俗学の縮図と意識されたのは奇
異ではなかった。その問題意識を共有しつつ議論が白熱化しはじめた頃の一作が本編なので
ある。

　思い返すと，シュヴェート夫妻をライン河支流ナーエ川辺バート・クロイツナッハに訪ね
たのは2008年のことで，翌年，夫妻の共著『南西ドイツ　シュヴァーベンの民俗：年中行
事と人生儀礼』の翻訳を刊行した（文緝堂 2009年）。ドイツ民俗学の現代の水準から書かれ
た年中行事の案内書で，たとえば西洋にとって一年の起点はいつになるのか，という問いか
ら始まるなど方法論的にも興味深いものであった。その後ほどなくヘルベルト・シュヴェー
ト氏は他界された。エルケ・シュヴェート女史は今も健在で時折文通をしている。本編は現
今の日本に置き直しても風化しておらず，その紹介は訳者にとっても記念になる仕事であっ
た。
 25. April 2020  S. K.


